
解決策 路線バスとコミュニティ
バス等の停留所を兼ねることが
可能である旨を明確化し、
周知します

 提案

路線バスの停留所から10m以内はその他の車両の駐停車が
禁止されている。しかし、地域公共交通活性化再生法に
基づく協議会で認められた場合、既存の路線バスと
コミュニティバス等の停留所を兼ねることが、地元警察の
判断で認められうる

地域の声

ポイント
地域公共交通会議等で認められた一定の路線バス停留所について、コミュニ
ティバス等の停留所としても利用可能である旨が明確化されることにより、
地域住民の利便性が向上

高齢者等を始め地域住民に
優しい地域交通の提供
～コミュニティバス等が路線バス停留所を利用する場合の
　基準の明確化～

02事例

乗り換えがラクに
なって助かります

明確化・周知することで
問題解決につながると
思われます 利便性の向上により利用者の増加が期待され、

住民の足としての地域公共交通の維持、確保につながる

同じ場所に停留所を
設置できるかもしれません

警察関係者が構成員として
加えられた地域公共交通会議等で
認められた場合、兼ねることが
可能である

停留所を同じ場所に
できないのかねぇ

地域住民

地方に対する規制緩和
詳しくは
提案募集方式データベース

QRコードからもアクセスできます

「2９年」
管理番号「96・162」
で検索!

パートナーカード
PARTNER CARD

路線バスとコミュニティバス等の
停留所が離れていて、
円滑な乗り継ぎを行うことが
できない

!地域の課題 な
ん
と
か

な
ら
な
い
の
？

住民サービスの向上

●既存の路線バスとコミュニティバス
等との間での乗り継ぎ等において
住民の利便性が向上する

制度上の

支障 路線バスとコミュニティバス等の
停留所を兼ねることが認められる
ケースがある事が知られていない

地方

国
乗り
継ぎ移動時間ゼロ！
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